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観 点

○ 生命の尊厳における目標を達成するための学習活動（第２学年）
取扱内容 ・食物連鎖などを基 ・地震による災害な ・小さな頃と比べて，・交通事故でのけが ・自分や家族の病気 ・植物の成長などを

に，生きることの どを基に，生きる 変わってきたと思 などを基に，生き やけがなどを基に， 基に，生きること
学習指導要領 すばらしさを知り， ことのすばらしさ うところを基に， ることのすばらし 生きることのすば のすばらしさを知
の総則及び各 生命を大切にする を知り，生命を大 生きることのすば さを知り，生命を らしさを知り，生 り，生命を大切に
教科の目標， ことについて考え 切にすることにつ らしさを知り，生 大切にすることに 命を大切にするこ することについて
内容等 る活動 いて考える活動 命を大切にするこ ついて考える活動 とについて考える 考える活動

とについて考える 活動
活動

○ 自然における目標を達成するための学習活動（第３学年）
・身近な動物に対し，・動物園の飼育員の ・都会で，トンボを ・水やりをさぼって ・絶滅の危機にある ・山火事を止めよう
大切にしたいこと 行動などを基に， 守る取組などを基 かれたサルビアな 動物などを基に， とした鳥の行動な
などを基に，自然 自然のすばらしさ に，自然のすばら どを基に，自然の 自然のすばらしさ どを基に，自然の
のすばらしさや不 や不思議さを感じ しさや不思議さを すばらしさや不思 や不思議さを感じ すばらしさや不思
思議さを感じ取り， 取り，自然や動植 感じ取り，自然や 議さを感じ取り， 取り，自然や動植 議さを感じ取り，
自然や動植物を大 物を大切にするこ 動植物を大切にす 自然や動植物を大 物を大切にするこ 自然や動植物を大
切にすることにつ とについて考える ることについて考 切にすることにつ とについて考える 切にすることにつ
いて考える活動 活動 える活動 いて考える活動 活動 いて考える活動

○ 伝統と文化における目標を達成するための学習活動（第４学年）
・ふろしきの使い方 ・日本や地域の伝統 ・ふるさとの伝統的 ・江戸時代の浮世絵 ・自分の町の誇りと ・折り紙などを基に，
などを基に，我が の食べ物などを基 な行事などを基に， などを基に，我が なる物などを基に， 我が国や郷土の伝
国や郷土の伝統と に，我が国や郷土 我が国や郷土の伝 国や郷土の伝統と 我が国や郷土の伝 統と文化を大切に
文化を大切にし， の伝統と文化を大 統と文化を大切に 文化を大切にし， 統と文化を大切に し，国や郷を愛す
国や郷土を愛する 切にし，国や郷土 し，国や郷土を愛 国や郷土を愛する し，国や郷土を愛 る心をもつことの
心をもつことの大 を愛する心をもつ する心をもつこと 心をもつことの大 する心をもつこと 大切さについて考
切さについて考え ことの大切さにつ の大切さについて 切さについて考え の大切さについて える活動
る活動 いて考える活動 考える活動 る活動 考える活動

○ 情報化への対応における目標を達成するための学習活動（第５学年）
・ネットで動画を共 ・ＳＮＳによるいじ ・インターネットを ・電話で友達と約束 ・権利について考え ・ＳＮＳに写真をア
有する場面を扱い， めの場面を扱い， 利用する場面を扱 した場面を扱い， る場面を扱い，他 ップロードする場
発信する情報に責 自分が被害を受け い，インターネッ 友達とのすれ違い の人の権利を尊重 面を扱い，情報を
任をもつためには， たときに適切な対 トの特性を踏まえ が起こらないよう するためには，ど 発信する際には，
どのようなことが 応をするためには， たマナーを守るた にするためには， のようなことが大 どのようなことが
大切なのかを考え どのようなことが めには，どのよう どのようなことが 切なのかを考える 大切なのかを考え
る活動 大切なのかを考え なことが大切なの 大切なのかを考え 活動 る活動

る活動 かを考える活動 る活動
○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習活動（第６学年）
・「修学旅行の夜」 ・「○○しながら」 ・「子ども会のキャ ・「わたしのせいじ ・「温かいおまんじ ・「チョモランマ清
において，自由と において，複数の ンプ」において， ゃない」において， ゅう」において， 掃登山隊」におい
自分勝手の違いは ことを同時にやっ 謝る人と，謝られ いじめを断ち切る 友だちから宿題を て，自然と共存す
何かについて考え て失敗した際の問 る人を交代して， ための心のもち方 見せてと頼まれた るために，どんな
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たり，自由ではな 題点について考え 言葉をかけ合った を考えたり，いじ ときの断り方につ ことを大切にした
く自分勝手だった たり，事例の共通 り，言葉をかけ合 めを止めるために， いて考えたり，相 いか考えて書いた
ことはないか自分 点，異なる点，問 って，よかったこ 誰に話しかけるべ 手の気持ちを考え り，書いたものを
を振り返ったりす 題の重さについて とを話し合ったり きかを話し合った ながら自分の思い 読み合い，感じた
るなど，考えを広 話し合ったりする するなど，考えを りするなど，考え を伝えたりするな ことを話し合った
げたり，深めたり など，考えを広げ 広げたり，深めた を広げたり，深め ど，考えを広げた りするなど，考え
する活動 たり，深めたりす りする活動 たりする活動 り，深めたりする を広げたり，深め

る活動 活動 たりする活動
○ 言語活動について

内容の構成・ ・自分の考えを可視 ・児童が話し合った ・児童から考えを引 ・児童が協働的な学 ・書いてまとめるこ ・児童が自由に意見
排列，分量等 化し，友達と考え り，自分の考えを き出し深めていく びを進めるための とによって理解を や感想を記録でき

を比べ，多様な感 まとめたりするた さまざまな手立て 「話す」，「聞く」， 深めたり，整理し る記入欄や，考え
じ方や考え方があ めの「学習のてび 「道徳で使う言葉」 「書く」などの学 たりするための道 を深めるきっかけ
ることに気付くこ き」に「考えよう 「考えよう・話し 習方法を紹介する 徳のノートの例と となる問いとして
とができる「考え 「深めよう」を配 合おう」を配置し， 「道徳の学び方」 して「まとめよう 「考えよう」を配
るためのツール」 置し，児童が多様 児童が多様な感じ を配置し，児童が ・ふりかえろう」 置し，児童が多様
を配置し，児童が な感じ方や考え方 方や考え方に接す 多様な感じ方や考 を配置し，児童が な感じ方や考え方
多様な感じ方や考 に接する中で，考 る中で，考えを深 え方に接する中で， 多様な感じ方や考 に接する中で，考
え方に接する中で， えを深め，判断し， め，判断し，表現 考えを深め，判断 え方に接する中で， えを深め，判断し，
考えを深め，判断 表現する力などを する力などを育む し，表現する力な 考えを深め，判断 表現する力などを
し，表現する力な 育むことができる ことができる工夫 どを育むことがで し，表現する力な 育むことができる
どを育むことがで 工夫 きる工夫 どを育むことがで 工夫
きる工夫 きる工夫

○ 問題解決的な学習について
・道徳的価値に根差 ・児童が自ら課題を ・学んだことを自分 ・問題をつかむ活動 ・他者の見方・考え ・児童が思考を整理
した問題を見付け， 見つけ，友達と議 に引き寄せて考え や考える活動を促 方を確かめたり， するための三つの
多面的・多角的に 論を重ねながら課 たり，問題を解決 す発問など，児童 ものごとを多面的 ステップを通した
考えながら話し合 題の解決方法を見 するためにはどう の思考と対話を促 ・多角的に考えた 学習の流れを提案
う学習指導過程の いだすための「学 すればよいかを考 した上で学習の参 りするための「話 する「深めよう」
提案として，「問題 習のてびき」を配 えたりするための 考となる「ぐっと し合って考えてみ を配置し，自分と
を見つけて考えよ 置し，自分との関 「学習のてびき」 深める」を配置し， よう」を配置し， の関わりで道徳的
う」を配置し，自 わりで道徳的価値 を配置し，自分と 自分との関わりで 自分との関わりで 価値を捉え，自分
分との関わりで道 を捉え，自分なり の関わりで道徳的 道徳的価値を捉え， 道徳的価値を捉え， なりに発展させて
徳的価値を捉え， に発展させていく 価値を捉え，自分 自分なりに発展さ 自分なりに発展さ いくことへの思い
自分なりに発展さ ことへの思いや課 なりに発展させて せていくことへの せていくことへの や課題が培われる
せていくことへの 題が培われるよう いくことへの思い 思いや課題が培わ 思いや課題が培わ ような工夫
思いや課題が培わ な工夫 や課題が培われる れるような工夫 れるような工夫
れるような工夫 ような工夫

○ 体験的な学習について
・「演じて考えよう ・演じたり，話し合 ・演じている人の表 ・役割演技や動作化 ・コミュニケーショ ・自分につなげて考
（役割演技）」や「や ったりしながら自 情やしぐさを見て， を通して思考を深 ンスキルを高める えたり，話題を広
ってみて考えよう 分の考えを発表す 言っていることを める「ぐっと深め ための体験的な活 げたりする「心の
（動作化）」を配置 る「やってみよう」 聞いて，考える「演 る」を配置し，体 動を行う「みんな パスポート」を配
し，体験的行為や を配置し，体験的 じて考えよう」を 験的行為や活動を でやってみよう!」 置し，体験的行為
活動を通じて学ん 行為や活動を通じ 配置し，体験的行 通じて学んだ内容 を配置し，体験的 や活動を通じて学
だ内容から道徳的 て学んだ内容から 為や活動を通じて から道徳的価値の 行為や活動を通じ んだ内容から道徳
価値の意義などに 道徳的価値の意義 学んだ内容から道 意義などについて て学んだ内容から 的価値の意義など
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ついて考えを深め などについて考え 徳的価値の意義な 考えを深めるよう 道徳的価値の意義 について考えを深
るような工夫 を深めるような工 どについて考えを な工夫 等について考えを めるような工夫

夫 深めるような工夫 深めるような工夫
○ 内容の分量
・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年 ・第１学年
146ページ（約14％ 161ページ（約20％ 135ページ（約７％ 200ページ（約２％ 162ページ（約３％ 142ページ（約３％
増） 増） 減） 増） 増） 増）

・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年 ・第２学年
162ページ（約11％ 161ページ（約13％ 167ページ（約１％ 216ページ（約２％ 178ページ（約７％ 150ページ（約６％
増） 増） 減） 増） 増） 増）

・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年 ・第３学年
178ページ（約６％ 169ページ（約13％ 185ページ（±０％） 232ページ（約４％ 186ページ（約２％ 158ページ（約３％
増） 増） ・第４学年 増） 増） 増）

・第４学年 ・第４学年 193ページ（±０％）・第４学年 ・第４学年 ・第４学年
180ページ（約５％ 169ページ（約４％ ・第５学年 236ページ（約２％ 190ページ（約２％ 166ページ（約５％
増） 増） 197ページ（約４％ 増） 増） 増）

・第５学年 ・第５学年 減） ・第５学年 ・第５学年 ・第５学年
188ページ（約２％ 185ページ（約11％ ・第６学年 232ページ（±０％） 194ページ（約２％ 162ページ（約２％
増） 増） 215ページ（約３％ ・第６学年 増） 減）

・第６学年 ・第６学年 減） 240ページ（約３％ ・第６学年 ・第６学年
196ページ（約２％ 185ページ（約９％ 増） 194ページ（±０％） 170ページ（±０％）
減） 増）

○ 学習意欲を高める工夫
・道徳科の授業で養 ・道徳の学びへの意 ・期待感をもって学 ・学習意欲を高め， ・１年間の道徳の学 ・自分を取り巻く社

使用上の配慮等 われる道徳性をイ 識を高めながら， 習に向かい，１年 主体的な学習態度 習を振り返るとと 会へ意識を向けな
メージしながら学 見通しをもって学 間の学習を見通す の育成につなげる もに，次の学年に がら，自分自身と
習に取り組めるよ 習に取り組める「学 ことができるよう 「オリエンテーシ 向けてのエールと のつながりを探る
うに，「心のちから」 びのガイダンス」 「道徳みちあんな ョン」や道徳の時 なるような贈る言 「つながるわたし
や成長を実感でき や各ページ末に学 い」や巻末に，１ 間での学びを深め 葉「ことばのたか ひろがるわたし」
る「学習の記録」 習を振り返る「学 時間ごとの振り返 る「学期ごとの振 らもの」や巻末に や巻末に１年間の
を配置 びチェック」欄を りを記録する折込 り返りページ」を 児童が自らの学習 学びや自らの成長

・自らの道徳性に係 配置 「学びの記録」を 配置 状況を確かめる手 を振り返る「つな
る成長を実感し， ・自らの道徳性に係 配置 ・自らの道徳性に係 立てとしての「学 げよう ひろげよ
新たな課題や目標 る成長を実感し， ・自らの道徳性に係 る成長を実感し， びの足あと」を配 う」を配置
をもつするなど， 新たな課題や目標 る成長を実感し， 新たな課題や目標 置
児童の学習意欲を をもつなど，児童 新たな課題や目標 をもつなど，児童 ・自らの道徳性に係 ・自らの道徳性に係
高める工夫 の学習上意欲を高 をもつなど，児童 の学習意欲を高め る成長を実感し， る成長を実感し，

める工夫 の学習意欲を高め る工夫 新たな課題や目標 新たな課題や目標
る工夫 をもつなど，児童 をもつするなど，

の学習意欲を高め 児童の学習意欲を
る工夫 高める工夫

○ 主体的に学習に取り組む工夫
・「どんな学びをす ・「道徳ではこんな ・楽しみながら考え ・学びを広げ，深め ・「道徳の時間は， ・「道徳の学習がは
るのかな？」や自 学び方をするよ」 ることができるよ る「コラム 心の こんな時間です」 じまるよ」や児童
分の考えを可視化 や教材での学びを う「なんだろう ベンチ」や「導入 や考えを広めたり， が自分の考えを深
し，話し合い活動 さらに深め充実さ なんだろう」や， の発問例」，「考え 深めたりする「考 めるきっかけにな
を促すためのツー せる「タブレット 教材を通して何を てみよう」，「見つ えよう（展開）」「ま るマークボックス
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ルを配置し，児童 を学習に生かそう」 学ぶかを意識でき めよう・生かそう」 とめよう（終末）」 を配置し，児童が
が主体的に学習に を配置し，児童が るよう「学びのテ の３つの発問例を を配置し，児童が 主体的に学習に取
取り組むことがで 主体的に学習に取 ーマ」を配置し， 配置し，児童が主 主体的に学習に取 り組むことができ
きるよう工夫 り組むこと等がで 児童が主体的に学 体的に学習等に取 り組むことができ るよう工夫

きるよう工夫 習に取り組むこと り組むことができ るよう工夫
ができるよう工夫 るよう工夫

○ 使用上の便宜
・ユニバーサルデザ ・ユニバーサルデザ ・ユニバーサルデザ ・カラーユニバーサ ・ユニバーサルデザ ・ユニバーサルデザ
インフォントやカ インフォントやカ インフォントやカ ルデザインや漢字 インや漢字に振り インや漢字に振り
ラーユニバーサル ラーユニバーサル ラーユニバーサル の振り仮名に配慮 仮名を付けるなど 仮名を付けるなど
デザインに配慮（全 デザインに配慮（全 デザインに配慮（全 （全学年） の配慮（全学年） の配慮（全学年）
学年） 学年） 学年） ・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲

・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲 ・二次元コードを掲 載し，「教科書ＱＲ 載し，デジタルコ 載し，デジタルコ
載し「コンピュー 載し「まなびリン 載し，デジタルコ コンテンツ」を活 ンテンツを活用に ンテンツを活用に
タで学びを広げよ ク」を活用に配慮 ンテンツを活用に 用に配慮（全学年） 配慮（全学年） 配慮（全学年）
う」の活用に配慮 （全学年） 配慮（全学年）
（全学年）

〇 地域素材（北海道及び旭川市）
・第５学年で旭川市 ・第５学年でよさこ ・第４学年でさっぽ ・第５学年で旭川市 ・第４学年で北海道 ・第６学年で旭山動
の旭山動物園のぺ いソ－ラン祭り， ろ雪まつり，第６ でとれた「ゆめぴ のエゾリス，第６ 物園，第１学年で

指導上の配慮等 んぎん館を掲載 第６学年で札幌市 学年で二風谷のア りか」，第２学年で 学年でエゾマツや 北海道の青空にか
の祭りやアイヌの ットゥシや知床の さっぽろ雪まつり， 札幌市出身の三浦 かる虹の写真，第
伝統文化が掲載 魚や動物，第５学 第３学年で北海道 雄一郎さんを題材 ４学年で札幌市出

年で大谷翔平選手 胆振東部地震，第 掲載 身の有澤悠河さん
や毛利衛さんにつ ４学年で釧路湿原 の折り紙作品が
いて掲載 が掲載

〇 ＩＣＴの活用
・教材とコラムをつ ・児童の発達段階に ・全学年に情報モラ ・情報社会の倫理や ・全学年において， ・情報の扱い方や情
なげたユニットが 応じ，インターネ ル教育の教材とコ 法の理解と遵守を 発達段階に応じた 報モラルに関する
掲載され，ＩＣＴ ットやメールなど ラムを組み合わせ 「自由と責任」「節 情報モラルを学ぶ こと，ＳＮＳのコ
機器に触れる機会 を題材にした情報 たユニットが設定 度・節制」「情報の ことができる教材 ミュニケーション
の多い夏休み前に モラル教育を扱い， されている 道徳 すれ違い」の観点 やコラムを通じて， の在り方について，
活用できるよう工 主体的に話し合う の特質を踏まえ， から取り上げ，全 情報社会で適切な 子どもの発達段階
夫 ことを通じて学ぶ 情報モラルについ 学年にコラムを掲 言動を行うための に応じた題材が扱

・発達段階に応じて ことができるよう て深く考えること 載し，情報活用能 基となる考え方や われ，コラムを通
情報モラルを系統 工夫がなされてい ができるよう工夫 力及び倫理観を育 態度について考え じて考えを深める
的に学ぶことがで る されている てるよう工夫がな られるよう工夫が などの工夫がなさ
きるよう工夫 されている なされている れている

〇 小中連携
・高学年の現代的な ・第６学年の巻末に ・第６学年「１さい ・別冊道徳ノートに ・第６学年の「わた ・教科書の最後のペ
課題に関する教材 小学校生活６年間 から10 0さいのゆ おいて，道徳の学 しは ひろがる」 ージに，「つなげよ
を通して，中学校 を振り返り，支え め」により，児童 習で学んだことを において自分の可 う ひろげよう」
生活を見据え，自 てくれた人たちへ が中学校やその先 記入し，成長を確 能性や進路，進路 が設けられ，自分
分の夢や生き方に の感謝の思いを表 の生き方まで見通 かめ，中学校への の夢について考え の成長を振り返り，
ついて考えさせる す「卒業に向けて」 すことができるよ 学習へつながるよ させることにより， 中学校へ進学する
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ことができるよう の教材を配置し， う配慮がなされて う工夫がなされて 中学校生活や未来 ことができるよう
配慮がなされてい 卒業前に自分たち いる いる への思いを膨らま 配慮がなされてい
る ができることを考 せることができる る

えさせる配慮がな よう配慮がなされ
されている ている

〇 道徳的価値を多面的・多角的に考える力の育成
本市児童の学 ・関連する動画や写 ・キャラクターによ ・考えるヒント「演 ・考えをぐっと深め ・キャラクターが共 ・特設ページ「深め
習の状況等 真が適宜配置 る導入，「考えよう」 じて考えよう」「こ るためのページに 感や気付き，考え よう」における問

・巻末に「考えるた 「深めよう」など んな活動で考える おいて，「問題解決 るためのポイント 題解決的な学習や，
めのツール」が設 における問いかけ こともできるよ」 的な学習」，「体験 や考えを広げるた 「心のパスポート」
定され，心の中を により，児童の多 など様々な学習活 的な学習」や「多 めの見方など，様 における複数の教
見つめ思考の共有 様な考えを引き出 動が提示され，深 様な実践活動を生 々な投げかけを行 材を用いた体験的
化・見える化を図 すことができるよ い学びや豊かな学 かした学習」を行 うことにより，多 な学習を通し，豊
り，議論を深めら う工夫がなされて びにつながるよう うことで，深い学 様な感じ方や考え かな心を育むこと
れるよう工夫がな いる 工夫がなされてい びの実現ができる 方を実感できるよ ができるよう工夫
されている る よう工夫がなされ う工夫がなされて されている

ている いる
〇 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で考える力の育成
・「考えよう」にお ・各教材の「深めよ ・「図を使って考え ・「見つめよう・生 ・「考えたこと」「わ ・「考えよう」にお
いて，自己を見つ う」において，児 よう」において， かそう」において， かったこと」「学ん いて，教材の道徳
め，これからの生 童が道徳的価値に 思考ツールを活用 授業で学んだこと だこと」を提示す 的価値に準じた問
き方に生かしてい ついて考えたこと して考えるととも をこれからの自分 ることにより，学 いが掲載されてお
くための問いがあ をまとめ，自分自 に，「考えよう・話 自身に生かしてい 習内容を振り返り， り，自分自身のこ
るとともに，「つな 身との関わりの中 し合おう」におい くための発問が設 終末の「まとめよ ととして価値理解
がる・広がる」に で考えを深めるこ て，日常生活に関 定され，別冊道徳 う」において道徳 を深めることがで
おいて，普段の生 とができるよう工 連付けながら問題 ノートに考えたこと 的価値を自ら捉え， きるよう配慮
活に結び付けて考 夫 解決の思考ができ を記入できるよう工 他教科の学習や生
えることができる るよう工夫 夫 活に生かすことが
よう工夫 できるよう配慮

〇 いじめの防止について
・繰り返し考えるこ ・全学年で特に大切 ・いじめをしない， ・全学年で重要項目 ・全学年における重 ・生命の尊さや人権
とができるよう「い にするテーマとし させない，見過ご として扱い，各学 点主題として，直 を重んじ，多様性
じめ（人間関係）」 てユニット化し， さない力を育むよ 年毎学期に関連教 接的，間接的に自 を受け入れながら
「いのち（生命尊 いじめや差別につ う，「いじめ問題」 材をユニット化し 身の問題として捉 他者と共によりよ
重）」「じぶん（自 いて様々な側面か 「情報モラル」「環 て配置され，集中 えられるよう教材 く生きることにつ
己肯定感）」の３つ ら考えることがで 境」「共生」の４つ 的に考えることが が選定され，「いじ いて，年間を通じ
のユニットが設定 きるよう構成され のテーマについて， できるよう構成さ めを生まない心」 て考えることがで
され，多面的・多 ている 教材とコラムで構 れている を育むことができ きるよう教材の構
角的に考えられる 成したユニットが るよう配慮 成の工夫
よう工夫 設定されている

〇 人権教育，多様性，ＳＤＧｓ，ＬＧＢＴＱに関する扱いについて
その他 ・コラムを通じて， ・３～６年生で教材，・「学びの準備」に ・３年生以上のコラ ・特に重要なテーマ ・現代的な課題とＳ

性の多様性を受け 資料及びコラムを おいて，世界人権 ム「心のベンチ」 の１つ「人権・共 ＤＧｓを結びつけ，
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入れる態度を養う 組み合わせること 宣言等を通じて， において，ＳＤＧ 生」として全学年 変化の激しい世の
よう配慮 により，人権問題 共生する社会につ ｓ等について，考 で扱われ，互いの 中に応じる力を育

や持続可能な社会， いて考えるよう構 えを深めることが 多様性を認め合い むよう構成されて
福祉について考え 成されている できるよう構成さ ながら，共に生き いる
を深められるよう れている る社会に実感をも ・多様性については，
配慮 って考えることが 「共に生きる」こ

できるよう構成さ とをキーワードに
れている 複数教材を用いた

ユニットとして学
習することができ
るよう構成されて
いる


